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全
国
的
な
医
師
不
足
の
な
か
、�
地
域
医
療
を
守
れ
�
と

県
下
各
地
で
広
が
る
運
動
を
追
い
ま
し
た
。

半
田
市
職
・
病
院
支
部
は
、

「
医
師
・
看
護
師
な
ど
を
大
幅

に
増
員
す
る
た
め
の
法
改
正
署

名
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

半
田
病
院
で
も

こ
の
４
月
、
必

要
な
看
護
師
が

確
保
で
き
な
い

と
い
う
現
状
を

抱
え
る
中
、
３

月
１０
日
か
ら
５

日
間
、
病
院
玄

関
ホ
ー
ル
で
の

署
名
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
連

日
、
当
直
明
け

や
夜
勤
明
け
の

職
員
７
〜
８
人

が
署
名
宣
伝
に
立
ち
、
連
日
３

０
０
人
を
超
え
る
患
者
さ
ん
が

署
名
。
目
標
を
上
ま
わ
る
、
２

９
２
２
筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

署
名
行
動
の
中
で
、「
家
族
が

お
世
話
に
な
っ
て
い
て
大
変
さ

は
理
解
で
き
ま
す
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
立
尾
陽
病
院
労
働
組
合
や

「
尾
陽
病
院
を
守
る
会
」
は
３

月
１０
日
、
神
田
真
秋
愛
知
県
知

事
に
対
し
、
医
師
確
保
を
求
め

る
署
名
１
万
１
３
９
９
人
分
を

提
出
し
ま
し
た
。
昨
年
末
、
医

師
の
大
量
退
職
と
医
局
引
き
上

げ
で
病
院
機
能
の
大
幅
な
縮
小

が
危
惧
さ
れ
る
中
、
住
民
と
と

も
に「
尾
陽
病
院
を
守
る
会
」を

結
成
し
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
日
、４
町
の
議
会
も
署

名
を
提
出
。
あ
わ
せ
て
２
万
２

０
０
０
筆
を
上
回
り
ま
し
た
。

３
月
２３
日
、
蒲
郡
市
民
会
館

で
、「
医
療
問
題
を
考
え
る
学

習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

蒲
郡
市
職
な
ど
が
加
盟
す
る

「
革
新
蒲
郡
ま
ち
づ
く
り
学

校
」
が
開
催
し
た
も
の
で
、
市

民
な
ど
７０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
学
習
会
で
は
東
三
河
小
児

科
医
会
の
佐
々
木
俊
也
医
師
や

蒲
郡
市
民
病
院
の
伊
藤
健
一
院

長
が
講
演
。「
東
三
地
域
の
医

療
を
守
る
た
め
に
も
、
２
次
・

３
次
救
急
含
め
、
医
療
連
携
を

目
指
す
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
継
続

的
な
運
動
を
つ
く
ろ
う
と
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

蒲蒲郡郡市市職職ななどど

地
域
医
療
を
考
え
る
交
流
集

会
が
３
月
１５
日
、
金
山
・
労
働

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会
が
開
催

し
た
も
の
で
、
医
師
確
保
・
地

域
医
療
を
守
る
運
動
を
相
互
に

交
流
し
よ
う
と
開
か
れ
、
県
内

各
地
か
ら
６８
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
集
会
で
は
医
師
自
身
が
と

り
く
む
医
師
確
保
の
�
ド
ク
タ

ー
ウ
ェ
ー
ブ
�
の
と
り
く
み
な

ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

元
自
治
労
連
愛
知
県
本
部

執
行
委
員
長
の
三
宅
一
光
さ

ん
（
６１
才
）
が
３
月
１７
日
、

肺
ガ
ン
の
た
め
死
去
し
ま
し

た
。
故
三
宅
さ
ん
は
、
名
古

屋
市
職
労
の
書
記
長
な
ど
を

経
て
、
９７
年
か
ら
県
本
部
執

行
委
員
長
に
就
任
。
９９
年
に

は
自
治
労
連
本
部
の
副
中
央

執
行
委
員
長
、
２
０
０
１
年

に
本
部
書
記
長
と
し
て
奮
闘

し
ま
し
た
。
と
く
に
、
８０
年

代
の
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再

編
が
強
ま
る
中
で
、
一
貫
し

て
�
統
一
と
団
結
�
の
旗
を

守
り
、
全
労
連
・
自
治
労
連

の
結
成
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

故
・
三
宅
さ
ん
の
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

３
月
１２
日
、
県
本
部
は
自
治

体
労
働
者
や
関
連
労
働
者
の
要

求
前
進
を
め
ざ
し
て
、
県
市
町

村
課
と
の
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
梅
野
委
員
長
は
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
攻
撃
で
、
職
員
に

長
時
間
過
密
労
働
が
押
し
つ
け

ら
れ
、
委
託
労
働
者
へ
は
、
経

費
削
減
の
影
響
で
『
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
』
が
生
ま
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
問
題
を
ど
う
解

消
し
て
い
く
の
か
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
交
渉
の
重
点
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
県
側
は
、

国
の
一
律
的
な
人
員
削
減
の
押

し
つ
け
に
対
し
て
、「
自
治
体

に
よ
っ
て
状
況
は
様
々
で
あ

り
、
画
一
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
」と
回
答
。

技
能
労
務
職
員
の
賃
金
見
直
し

に
つ
い
て
組
合
が
「
賃
金
セ
ン

サ
ス
に
よ
る
民
間
同
種
と
の
給

与
比
較
は
矛
盾
し
て
い
る
。
勤

続
年
数
で
の
比
較
が
な
い
」
な

ど
追
求
。
県
は
技
術
的
な
助
言

を
す
る
だ
け
で
強
制
す
る
も
の

で
な
い
と
し
な
が
ら
も
「
行
�

表
の
活
用
」
な
ど
に
終
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、
臨
時
・
非
常
勤

な
ど
の
処
遇
に
つ
い
て
、「
正

規
と
同
じ
職
務
な
ら
、
同
じ
処

遇
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
」
と

回
答
。
退
職
手
当
に
つ
い
て
も

「
国
家
公
務
員
の
退
職
手
当
制

度
に
準
じ
る
よ
う
助
言
す
る
」

（
常
勤
と
同
じ
勤
務
時
間
以
上

勤
務
し
た
日
が
月
１８
日
以
上
・

１２
ヶ
月
以
上
の
職
員
）
と
し
ま

し
た
。

県県市市町町村村課課交交渉渉

医
師
確
保
は
県
民
の
声

「「同同じじ職職務務なならら同同じじ処処遇遇をを」」
臨臨職職・・非非常常勤勤のの
問問 題題 でで 回回 答答

地
域
医
療
を
考
え
る
交
流
集
会
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公立尾陽病院労組
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東東三三河河地地域域のの
医医療療連連携携をを
学学習習会会
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広
が
る
貧
困
と
格
差
の
是

正
、
公
的
病
院
の
縮
小
・
再
編
、

保
育
園
の
民
営
化
反
対
な
ど
要

求
実
現
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
守

ろ
う
く
ら
し
と
憲
法
３
・
１６
春

の
大
集
会
」が
３
月
１６
日
、
栄
・

久
屋
市
民
広
場
で
開
催
さ
れ
、

３
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
集
会
の
訴
え
で
登
壇
し
た

新
城
市
職
労
・
書
記
次
長
の
山

崎
早
苗
さ
ん
が
、「
過
疎
地
域

に
も
人
が
住
み
生
活
し
て
い

る
。
な
ぜ
、
救
急
患
者
が
安
城

市
ま
で
搬
送
さ
れ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
」
と
過
疎
地
域
医

療
の
大
切
さ
と
政
府
の
医
療
対

策
の
無
策
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

会
場
に
は
模
擬
店
や
労
働
相

談
・
健
康
相
談
な
ど
の
テ
ン
ト

が
な
ら
び
ま
し
た
。
集
会
後
、

デ
モ
行
進
し
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
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ア
メ
リ
カ
な
ど
が
始
め
た
イ

ラ
ク
戦
争
開
始
か
ら
５
年
を
む

か
え
た
３
月
２０
日
、「
イ
ラ
ク

戦
争
反
対
、
自
衛
隊
の
撤
退
を

求
め
る
県
民
集
会
」（
憲
法
と

平
和
を
守
る
愛
知
の
会
主
催
）

が
名
古
屋
市
・
若
宮
広
場
で
開

か
れ
、
雨
の
降
る
な
か
５
０
０

人
を
超
す
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
集
会
で
は
成
瀬
昇
代
表
世

話
人
は
、「
イ
ラ
ク
戦
争
が
無

法
な
侵
略
戦
争
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
す
。
イ
ラ
ク
復
興
は
国

連
中
心
に
、
イ
ラ
ク
国
民
が
行

う
べ
き
で
す
。
自
衛
隊
海
外
派

兵
恒
久
法
に
反
対
す
る
世
論
と

運
動
を
、
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

碧
南
市
職
は
３
月
１２
日
、
社

協
に
委
託
さ
れ
た
民
間
保
育
所

へ
の
保
育
士
の
派
遣
に
つ
い

て
、「
本
人
同
意
が
原
則
」
で

あ
り
、「
不
同
意
で
も
一
切
の

不
利
益
あ
つ
か
い
は
し
な
い
こ

と
」
な
ど
求
め
、
団
体
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。
交
渉
に
は
４０
人

以
上
の
保
育
士
が
参
加
。
市
当

局
は
、
派
遣
は
「
本
人
同
意
を

前
提
と
し
、
本
人
の
自
由
意
思

で
あ
る
」
と
回
答
。
派
遣
に
同

意
し
な
い
場
合
で
も
「
不
利
益

な
扱
い
は
し
な
い
」
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
同
意
を
得
る
時

期
に
つ
い
て
「
通
常
の
人
事
異

動
で
あ
り
、
内
示
の
直
後
」
と

し
た
た
め
組
合
は
、「
派
遣
は
通

常
の
異
動
で
は
な
い
」「
内
示

後
の
同
意
は
、
派
遣
の
押
し
つ

け
に
な
る
」
と
抗
議
。
当
局
は

「
内
示
の
前
に
打
診
を
す
る
」

と
回
答
。
組
合
は
「
内
示
後
で

も
不
同
意
は
あ
る
。
一
切
の
不

利
益
あ
つ
か
い
を
し
な
い
こ

と
」を
当
局
と
確
認
し
ま
し
た
。

３．１６集会のようす

長
久
手
町
職
労
は
、
４
月
の

大
幅
な
組
織
再
編
が
予
想
さ
れ

る
中
、
住
民
生
活
重
視
の
人
員

配
置
を
求
め
て
運
動
を
強
め
て

い
ま
す
。
税
務
課
の
収
納
事
務

と
し
て
収
納
課
を
新
設
し
、
あ

わ
せ
て
国
保
の
徴
収
も
行
う
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
た

な
課
は
課
長
が
入
っ
た
５
人

で
、
現
行
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

組
合
は
「
組
織
を
住
民
の
求
め

る
方
向
に
変
え
る
こ
と
は
必
要

だ
が
、
そ
の
た
め
の
職
場
と
の

話
し
合
い
も
大
切
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
昨
年
秋
の
人
員
要
求

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
反
映
さ
れ
て

い
な
い
」
と
し
て
組
合
は
、
内

示
日
の
前
倒
し
や
、
職
場
の
人

員
配
置
の
十
分
な
説
明
な
ど
、

緊
急
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

西
尾
市
職
女
性
部
は
、
１
月

１７
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
８
回

連
続
で
「
自
力
整
体
講
座
」
を

開
催
し
、
組
合
員
２４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
座
は
、
ゆ
っ
く

り
体
を
ほ
ぐ
す
体
操
を
約
７０
分

に
わ
た
っ
て
行
う
も
の
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、「
深
い
睡
眠

が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
２６
日
に
は
、
愛

知
社
保
協
の
加
藤
瑠
美
子
さ
ん

を
講
師
に
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
滞
納
１
年
で
保
険
証
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
事
や
医
療
制

限
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
長
寿
課
、
福
祉
課
、
保
険

年
金
課
の
組
合
員
や
退
職
者
会

会
員
を
始
め
３０
名
の
組
合
員
が

参
加
。
あ
ま
り
の
負
担
の
増
大

に
「
高
齢
者
は
、
早
く
死
ね
と

い
う
こ
と
か
。」
と
い
っ
た
感

想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

組
合
で
は
今
後
も
、
組
合
員

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
行
事
を

と
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

３．２０集会 デモ行進

自
ら
の
思
い
や
悩
み
を
語
り

合
う
参
加
型
の
学
習
活
動
と
し

て
「
自
治
労
連
ス
テ
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
２
０
０
８
」（
青
年
・
女

性
労
働
学
校
）
が
２
月
２３
〜
２４

日
神
奈
川
県
三
浦
市
で
開
か

れ
、
全
国
か
ら
の
べ
５５
人
、
愛

知
か
ら
は
６
人
の
青
年
が
参
加

し
ま
し
た
。

初
日
は
野
村
幸
裕
書
記
長
が

「
自
治
労
連
っ
て
何
だ
ろ
う
」

と
題
し
て
講
演
。
ま
た
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
の
三
木
陵
一
書
記
長
が
、
民

間
で
の
成
果
主
義
の
実
態
を
リ

ア
ル
に
紹
介
し
、
攻
撃
を
跳
ね

返
す
に
は
「
要
求
を
基
礎
に
し

て
た
た
か
う
こ
と
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

２
日
目
は
、
青
年
部
・
女
性

部
に
わ
か
れ
て
学
習
。
青
年
企

画
は
、「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

組
合
加
入
を
訴
え
て
み
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
女

性
企
画
で
は
、
今
野
久
子
弁
護

士
を
講
師
に
迎
え
、「
女
性
が

働
き
続
け
る
た
め
に
、
権
利
拡

充
の
歴
史
・
現
状
・
私
た
ち
の

要
求
」
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
本
部
青
年
部
の
参
加

者
は
、「
全
国
の
仲
間
と
と
も

に
青
年
部
活
動
を
活
性
化
さ

せ
、
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く

る
た
め
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と

な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
よ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

４
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

９
５
８
号
の
答
え
は
「
カ
ン

ツ
バ
キ
」
で
し
た
。
５３
通
の
応

募
が
あ
り
、
５２
人
の
方
が
正
解

で
し
た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。

井
口

純
一（
名
古
屋
市
職
労
）

白
井

雅
子（
豊
橋
市
職
労
）

神
田

達
弘（
豊
橋
市
職
労
）

大
槻
せ
き
子（
西

尾

市

職
）

伊
藤

義
浩（
小
坂
井
町
職
労
）

楠
本
ま
り
子（
半

田

市

職
）

安
田

純
子（
長
久
手
町
職
労
）

小
松

幸
子（
春
日
井
市
職
労
）

山
本

淳
哉（
知
立
市
職
労
）

村
岡

健
一（
自
治
体
一
般
）

◆
安
心
安
全
で
お
い
し
い
給
食

作
り
に
心
が
け
、
食
材
に
は
特

に
目
を
光
ら
せ
、
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
（
倉
地
美
千
子
・
犬

山
市
職
労
）
◆
花
粉
症
の
季
節

が
キ
タ
ー
！
つ
ら
い
日
々
の
始

ま
り
で
す
（
藤
本
美
香
・
瀬
戸

市
職
労
）

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者
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